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論 文 内 容 の 要 旨
1.分業こそ豊かな社会の基礎であり、分業による人間の部分人間化は現代社会に不可避だという常識
を再検討 した。すなわち分業概念をふたっの次元に区分 し、分業による職域の専門化はすすむが、個々
の専門労働の中での構想 と実行の分離 という分業の促進は、かえって生産力発展を妨げる。 この点を明





分業の結果、専念することになった作業において、工夫(構 想)が 可能な ときにはじめて生産性が上が
るとしていることが、明らかになった。
2.以上の分業論的観点を踏まえ、その うちでも特に構想 と実行の関連に注意 して、労働過程の内的な
本来的構造を理論的に分析 した。人間の労働過程での構想には、生産物=製 品の構想、生産方法の構想、
生産過程=作 業過程における構想があることを明らかにし、特に最後の作業過程において、労働手段(機








を利用できな くするものである。 したがって、作業過程における工夫のアイディアを全 く期待できない
作業者を前提に、教育訓練費用 を局限まで圧縮 して利用 し、かつ作業者の仕事への内的な動機付けを全
く必要 としないばあいには、このテイラーリズムは合理性を持つ。 しかし、初等 ・中等教育の普及を前
提 にし、製品の品質 と作業の効率 との向上のためには作業者の作業への内的な関心が不可欠だ とす る
と、テイラーリズムは、作業者の知的な潜在能力を利用 しない という点で、全 く合理性を欠 く。
3.20世紀大工業制度 に支配的なテイ ラー リズム とい う労働の あ り方が、労働者 に如何 なる影 響 を及 ぼ
すか を、シモーヌ ・ヴェイユの工場 労働論 の再構成 によって あき らか にした。構想 と実行の厳格な分離
の も とに人間が置かれ た とき、 それが労働者 の精神世界 に どの よ うな深刻 な影響 を もた らすか を明 らか
にした。逆 に云 えぼ、管理す るもの と管理 され るものの矛盾 ・対立 は、 この構想 と実行 の分離 に修正 を
加 えることで著 し く緩和 され るこ とを示 した。構想 と実行の分業 ある限 り、労働者へ の深刻な影響は、
トヨタ生産 システム、新 トヨタ生産 システムにおいて も続 く。 ただ し、その生産 システムが、構想 と実
行の分業 のあ り方 を変化 させ るか ぎ りにおいて、 その影響 も変わ って くる。
4.本 書 で扱 う諸生産 システ ムにお ける産 業労働 の特質 を比較す るた めに、 まず産業労働 に共通す る特
質 を確 定 した。前 もって決 め られ た 同 じ製 品 を作 る とい う工業 生産 で あ る限 り、 テイ ラー リズム、
フォー ド・システム、 トヨタ ・システム、新 トヨタ ・システム(完 結工程の導入)、セル生産、 ボルボの
ウッデバ ラ ・システムのいずれで あって も標 準化 とい う観点 は貫かれてい ること、つ ま り工業労働の性
格 を、前 もっての決定 と標準化 として とらえた。違 いは、標準化の有無ではな くて、標準化 の方式の違
い にある。 この点で ウ ッデバ ラ方式 を19世紀型 の職人的生産 とす る通説 は誤 りで あ る。
5119C末か ら20世紀初頭 にか けて、職 人的熟練 に依拠 した職長 帝国 とい うあ り方 をテイ ラー リズムの
構 想 と実行 の分離 が破壊 した。 テイ ラー リズムの構想 と実行の分離 と、時間 ・動作研 究 を基礎 に、フォー
ド・システム とい う20世紀 の大量生産 体制 の原型 が確立 した。 そ こで は、一挙、 一頭足 までを指示 した
標準作業 だ けをお こな うことを現場 作業者 は求め られた。
6.転 じて、第二次大戦後の 日本で確立 した トヨタ ・システムで は、現場 作業者 が標準作業 を厳密 に行
うこ とを求め られた点で は、 テイ ラー リズムその もので あ る。 フォー ドシステム と何 ら変 わ りが ない。
それ どころか、作業 の断片性 は、 フォー ド ・システム より遙か に進んでい る。
フォー ド ・システム との違 いは、標準作 業の外 にあった。 ひ とっ は標準作業 の作成で ある。 これに現
場 作業者 が関与 す る。現場のベテ ラン、監 督者 と生産技術者、製造技術者 とで構成 す る量産立 ち上げの
前の プロジ ェク トで、生産技術部門の作成 した標準作業 の試案 を、実際 に作業 をや りなが ら改定 して、
量産 時の標準作業票 を確定す る。っ ぎが、 変化 ・異常へ の対応 と改善活動であった。厳密 に資格 を定め
られた 「異常措 置資格者」が、保全 ・修理 の担当者 の前 に、初歩的 な異常処理 に対応 する。 この点で は
いっさいの構想労働か ら排除 されて いるフォー ド ・システムの現場作業者 との違 いは大 きい。作業方法
の構想の一部 に関与 する とい う点で、 もはやテイ ラー リズムの労働者 とは言い難 い・
しか しひ とつは変化 ・異常 に対応す る主力 は保全 ・修理 の担 当者で あ り、現場 は主 として脇役だ とい
う点、 さらに、現場作業者が関与す る と云 って も、それ は、有資格者 に限 られてお り、有資格者が現場
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作業者の全体 に広 がっているわ けで はない、 とい う限界 を見 なけれ ばならない。 もう一 つの限界 は、 そ
の関与す る構想 とは如何 なるものか、 とい う点である。提案 をす るこ とはで きるが、何が 「重要 な」提
案か とい う基準 を決 め る権限 を現場 は持 っていない。加 えて、 この基準 に基 づいて、具体 的な どの提案
が採用 され、 どれは退 け られ るかについての決定 の権 限もない。 これ らの権 限は もっぱ ら経営の専権で
あ る。 この ように構想への関与の階層性 と、構想採否 の権限が ない とい う点で、 これ は重大 な制約のつ
いた構想労働で あ る。
本来 の労働過程 における構想 と実行 の統合 は、や ってみて考 え、考 えてやってみ るとい う、構想 と実
行が一体 的に同時進行 で進 むinnerdialogueとい うところにあった。 トヨタ ・システ ムの も とで はた ら
く作業者 の構想 の質 との対比で云 う と、 その特徴 は、構想 と実行の一体 的同時進行性 と構想採否の作業
者 におけ る決定権 にあ る。 トヨタ ・システムのも とでの作業者 は、標 準作 業 とい う現場生活の 中心部分
において、構想 と実行 の同時進行性 とい う労働 の本質 的性格 を失 ってい る。 この点で、リフレクテ ィブ・
プロダ クシ ョンのばあい とは違 ってい る。
以上が標準作業の内部、標 準作業 の外部 における構 想 と実 行の分業 のあ り方 につ いて の、 フォー ド ・
システム と トヨタ ・シ ステムの概括 的な比較で ある。 もう一点、重要な違 い として、標準作業の内部 と
も外部 とも言 い難 い点、っ ま りローテイシ ョンにっいて、触 れておかなければな らない。小池の強調す
るように、 日本で縁、作業者が関連 す る前後工程 の作業 をローテイシ ョンに よって こなす こ とが、出来
るだけ目指 されて いる。確 かに フォー ド ・シス テムの 「単能 工」 とこれは明 らか に違 う。 日本の現場 に
おけ る作業 の文脈性 として指摘 され るところで ある。だが、 ここで は、 リフレクティブ ・プロ ダクシ ョ
ンで強調 されたoverviewと対比 してみ ると、は じめに全体 を術轍す る という発想 は、 日本のOJTには全
く存在 しない、 日本のOJTは、典型的 な 「部分付加的学習」であ る。小池 の 「文脈的技能」 もまた、部
分 と部分 の関係 としての文脈 なのであって、 そこには全体 との関連 におけ る文脈 と云 う観点は存在 しな
い。 こうしてみ る と、 リフレクティブ ・プロダクシ ョン と日本 的生産方式、或い は完結工程は、文脈性
の重視 とい う点で共 通性 を持 って いるが、 その文脈性 の内部 に立 ち入 ると、 リフレクテ ィブ ・プロダ ク
シ ョンの それ は 「傭 轍」 と 「全体的学習」 を特徴 とす る全体 的文脈性、 日本 のそれ は部分的文脈性 であ
る。 こうして、部分 的文脈性 とい う発想 は、 日本の企業組織 に容易 に再浸透 して い くであ ろうが、全体
性へ の無関心 は、日本社会の構造 的特質で あるか ら、全 体的文脈 性、或い は、「術 臓」、 「全体的学習」 と
い う発想 を日本の企業組織 に定着 させ るにはよほどの努力が必要 だろ う。
さて次 の新 トヨタ ・システムにおける完結工程 をあ らか じめ見 てお くと、 ここで は構想 と実行 の分業
に関す るか ぎ り、 トヨタ・システムか らの変化 は見 られない。違 いは、7.で 見 るように、標準作業 内部
における要素作業間の意味連関 の相 当程度の回復、お よび標準作業 が全車種、全社 にわたって、標準化
された(標 準工順)と い う点 にある。
7.フ ォー ド ・システムの もっ とも洗練 された形 態 とみなされてい る日本の 自動車生産工場 では、1990
年代以降、 その内部に立ち入 ると、 コンベ アによる生産 の強制進行性 とい うフォー ド ・システムの基本
性格 に修正 を加 え、 さらにフォー ド ・システムの作業編成 を成 り立 たせて いたテイ ラー リズム とい う作
業編成原理 に大 きな修正 が加 え られていたので ある。電機 ・電子製品工場で は、 コンベア ・ラインによ
る作業の強制 進行性 とい うフォー ド ・システムの基本特徴 その ものが廃棄 された。
こうして世界の加 工組立型産業 を リー ドす る日本製造業で は、20世紀の生産 システムを特徴づ ける古
典的 なフォー ド ・システムは既 に過去の もの とな りつつ ある。 内部 に立ち入ってみ ると、1990年代 以降
の新 トヨタ生産 システム と、 その対極 にあるス ウェーデ ン・ボルボのウッデバ ラ工場 の生産 システムが、
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実 は共通の志向 をもってい ることが明 らか にな る。共通 点は、作業 の過度の断片化 ・細分化へ の批判、
作業 内容 にお ける意味連 関の回復、作業者 の工程 の鳥目敢の重要性、機械 による作業テ ンポの強制で な く、
人間 の内的作業 リズ ムの尊重等で あ る。 これ らはテイ ラー リズム とフオー ド・システムの基本性格 の修
正 であるが、 この点は、世界 の産業界 における トヨタシステムの大学習運動の中で も未 だ必 ず しも焦点
の合わせ られていない点であ る。
8.ト ヨタ ・システムの対極 にあ ると見 なされてい るスウェーデン ・ボルボの ウッデバ ラ ・システムに
見 られ る作業過程 の内的構造 を分析す る と、 ウッデバ ラ工場 の生産 システムは、7.で 見た新 トヨタ・シ
ステム との共通 の志向 をさ らに実践的 に徹底 化 して い る。 この実践 的徹底化 は、 それ を支 え る理論 に
よって はじめて可能 になってい る。 この理論 として注 目され るのは、人間 の認識の持 つ認知科学的 な潜
在的特性 を顕在化 しやすい ように、学習戦略 を編成 替え し、作業過程 において、加工 対象 と機械 ・工具
か らの反作用 を受 けて、作 業者 の身体 と脳裏 に発生す る自己内対話(innerdialogue)を意識的 に組織
しようとす るものであ る。 かつ この学習戦略 と人間の認識特性 に合致す るように、製 品を構成 する部品
分類の方法 と部品供 給の方法 を再構成す る。従来、ス ウェーデンの職業教育 ・企業 内訓練 の研究者 と、
製 品物流の技術の研 究者 の問で進 め られた この点 に関す る研究 は、それ ぞれ別個 に推進 されて きたが、
この学習理論 と、物流 の理論 を、加工組 み立て工場 にお ける作業工程推進 とそれ にふ さわ しい作業環境
設定の結合の理論 として、野原 は総合 しよ うとしてい る。
9.次 に標 準化 の特徴 を諸生産 システム について概括 す ると、 フォー ド・システム と トヨタ ・システム
を見た とき、作業者 が遵守 しなけれ ばな らない標 準作業 の中身で は、後者の方が、作業 の断 片化が、 よ
り進んでい る。 フォー ド ・システム、 トヨタシステム、新 トヨタ ・システムのいずれ において も、個々
の作業者の作業内容 は、厳密 に標 準作業 として定 め られてお り、個々 の作業の進め方 に作業進行 中には、
作業者 に裁量 の余地 はない。 この点で は何の変わ りもない。
標準作業にかかわ る ト.ヨタ ・シス テムか ら新 トヨタ ・システムにおける完結 工程へ の主 な変化 は、作
業 内容 にお ける有意 味的連関の回復の傾 向 と、 それを基礎 とする組 み立て作業 分類 の車種 ・車型 と工場
を越 えた全社 的標準化 に よる作業順序の全社 的標準化、 すなわち標準工順の設 定であった。前者の作業
の有意味的連 関の回復 につ いてみてお こ う。 自分 がい ま何 をや っているのか、 自分 のやって い る作業の
連続の意味 をた どれ る一surveyable一とい うこ とは、個 々の作業 と作業の文脈 を違 ったふ うに構想
し、改善す る為 の基礎条件 である。 いま何 をや ってい るのか分か らな くて は、何が合理 的な改善 なのか
を考 え る基準 が ないか ら、労働 過程 にお ける反 作用 との間のinnerdialogueが成 り立 たな いか らであ
る。 しか しこの有意 味的連関 その もの は構想 で はない。
次 に、 この標準工順 を見 よう。 この標準工順では、 ライン ・バ ランシング と作業 の有意味的連関一
核心 は機能の完結 とい うふたつの観点 に基づいて、個 々の組 み立て作業の作業順序が、全社的 に標
準化 された。 したがって、現 に遂行す る作業の内容 に関す る限 り、 どこで も誰 で もいっ も前 もって決め
られた作業 内容 を実行 す る、 その意味で、構 想 も裁量 も恣意性 も徹底的 に排除す る、 この点 に完結工程
の標準化の特徴 があ る。作業者 には、標準作業が前 もって与 え られ る とい う点 では、 かつて の方式 と何
ら変わ りがない。 ただ し与 え られ た個 々の作 業は、 かつてに比べ て、個 々の作業 と作業の問 の有意味的
連関 を著 しく増加 させ てい る。標準作業の策 定者 に とって は、策定の方法に新 たに作業の有意味的連 関
とい う観 点が加わ り、1500の「部 品」(deliveryunit)を出発 点 に、108,54,8,4と次第 に 「部 品」が統
合 されてやがて一 台の車 に至 る、その作業順序 も 「標準工順」として前 もって標準化 された。 こうして、
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標準作業策定者 に とって、裁量 と恣意性の余地 が格段 に減少 した。
この標準工順 の設定 に よって、 ローテイシ ョンとは、 この標準工順の ひ とっ ひとっ を習得 して、次第
に車 の組み付 けの全体 と、車 の構造 と機 能の全体 について の知識 の獲 得へ の展望 を開いて い くもの に
な る。
それで は、 リフレクテ ィブ ・プロダクシ ョンは どうか。 そ こで は、作業者が有意味的連関 をた どるこ
とによって、作業 で扱 う個々 の部品 と、 それを扱 う作業 内容 に到着す る、 そして、作業 を次々 に連続的
にお こな う、 その仕方=方 法 を標準化 した。 その結果 として、 ひ とりひ とりの標準作業 の内容が存在す
る。標 準作業 票に書 かれ た作業内容 は、結果 を示 していて作業指示で はない。肝心 なのは、作業票 に書
いてあ る要素作業 を一挙一頭足間違いな く覚 え込 む ことで はな くて、標 準化 された作業手順 に したが っ
て、意味連 関 をた ど りつつinnerdialogueを繰 り返 して、一 台の車 の全体 とい う複雑 な組み立て作業 を
完遂 す ることなのであ る。事実 リフレクテ ィブ ・プロダクシ ョンの標準作業票 には、秒単位 の個々の要
素作業 を どうい う順番でや る とい うような作業指示 は示 されてい ない。頭に浮 かんだ順番で作業す る。
しか しその頭 に浮か ぶ浮か び方が、標 準化 されて与 え られ、 トレーニ ングされ るので あ る。
したがって、完結工程の標準化 とリフレクテ ィブ ・プロダクシ ョンの標 準化 を対比すれ ば、内容の標
準化 と方法 の標準化、結果の標 準化 とプロセ スの標準化、作業手順の標 準化 と思考手順の標準化 とい う
対比が可能 だ ろうざ完結工程の標準作業 では、 内容が前 もって与 え られてい ることが重要で あ り、 この
与え られた内容 には、実 は、有意味的連 関が存在 して いた。 これ に対 して、 リフレクティブ ・プロダク
シ ョンでは有意味的連関 をた どって作業 内容 にた どり着 く、 この点が決定 的に重要で あ り、 この有意味
的連 関のた どり方が標準化 されていたために、結果 として作業内容 も標 準化 されている。有意味的連 関
が主役 に躍 り出たので ある。
それ では、 この リフレクテ ィブ ・プロダ クシ ョンにおける標準 作業 は、構想労働 といい うるものなの
か否か。意識的 な トレーニ ングの結果 として獲得 された標準化 された思考パ ターンに したが ってで はあ
るが、次々 に自分の頭 に浮かんで くる意味連関 をた どった作業 手順 に従 って、作業者 は作業す る。考 え
ることに よって自分 のや る作業 を決 め るとい う意味で、思考 と作業起動 の主導性 は作業者 に確保 されて
い る。innerdialogueを通 じて、再構想 し、状況 に合 わせて作業 の仕方 を変 える余地 も存在 す る。 こう
してパ ター ン化 されて はい るが、 ここには構想労働 が存在 す る。
さて ここで、 リフレクテ ィブ ・プロダ クシ ョンにも貫かれていた、標準化 とい う方法のの意味をす こ
し一般 的 に考 えてお こう。 まず標 準作業の検討 か ら始 め よ う。作業 のや り方 にonebestwayはない と
して も、次の よ うには云え るだろ う。即 ち、単 に個 人の癖 や習慣や知識 の偏 りによって、作業手順(部
品等が組 み付 け られ る順序 とその組付 けをおこな う動作 ・作業 の仕方 ・順序)が 人 によって全 く違 うと
い うことはある。 しか し誰 がみて も慣れれ ばこのや り方の方が よい、今 は別のや り方 に慣 れてい るか ら
今 の方が いい と思 ってい るが、新 しいや り方 に慣れれぼそのや り方 の方 がよい、つ ま り誤動作 も少な く
な るし、楽だ し、早 くで きる、 そ うい う作業手順 とい うものはあ るだろ う。 このような意味での作業標
準化 ない しは標準作業の確立 を、我々 は想定す ることが出来 る。 これ は、一人の人間か ら見れば、或 る
作業領域 の一連の作業が、ルーテ ィン化、標準化、簡 単化 して考 えな くて も無意識的 にやれ るようにな
ることを意味 してい る。そ うなれば、 その一人の人間がその作業領域 に投下す るエネルギー、努 力が少
な くてよいこ とにな り、従 ってそれ以外の領域 に努力を投入 しうる自由度が増す こ とを意 昧す る。 これ
はその人間の可能性の増 大を意 味する と云 えるだ ろう。
このよ うに考 えれば、出来 るところについて、可能 な限 り作業標準化 を進め、作業のや り方 につ いて
の知的共有財産=イ ンフラス トラ クチャーを作 ることは、 その うえに各個人の創意、工 夫に よる自由な
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活動 を展開す ることを可能 にす る・つ ま.り・標準作業化 は、標 準作業 の内部 においてではな く、標準作
業 の外部 において、人間 に自由を与 える。 したが って、作業標 準化 の進展 それ 自身 に問題 があ るので は
ない。標準作業に まつ わる問題 は、次の点にあ るだ ろ う。第一は、文脈上 の関連 を持たない断片作業が
単 に物理 的 に連続 す る作業 として標 準作業 に編成 され る ことが問題 なのであ る。 この点で、 完結 工程
は、標準作 業内の機能的 な文脈 的関連 を回復 しようとして いる。 これは従 って、標 準作業 内部 での改善
で ある。
しか しもし、個 人の レペルで、完結 工程が完全 に実現 し、標 準作業 内のすべての要素作業 間の機能上
の文脈的関連 が確保 されれ ば、標準作業に終 日従事す る とい う仕 事のあ り方 は何 ら問題 のない こととな
るのだ ろうか。 この点が第二の問題 で ある。 この点で はふたつの難点が指摘 されな ければな らない。 ひ
とつ は、た とえ この ように改善 された標準作業 だ として も、 そこでは労働主体 と労働対象 との間の相互
作用 に大 きな限界 が付 されて いる とい う点であ る。 すなわ ち、標 準作業 に於 いて は、作業順序 は既 に作
業の前か ら作業者 に与 え られて お り、従 って、個々 の作業の意味や作業 と作業の問の意味連 関 もまた作
業者 に事前に与 え られて いる。作業者 はただそれ に従 うに過 ぎない。 その中で、作業者 は新 たな工夫 を
考 える ことが出来 る とはいえ、主体 と客体の相互作用innerdialogueにかんす る労働者 の 自発性 と自律
性 は著 しく限定 され る。 こうした標準作業 は、創造行為 という性格を持 ちが たい。 この点でなお労働者
は労働過程の主体 になっていな い。従 って、 た とえ、機能上の文脈を完全 に回復 した標準作業 といえ ど
も、 それ に、一人 の人間 の一 日の全作業 が閉 じこめ られ る ことは、なお問題 を含む。
これが、 リフレクティブ ・プロダ クシ ョンの ように、作業手順を考 え る思考手順の標 準化 とい うこと
になれ ば、作 業におけ る労働者の構想 と主体性 が確保 され る。完結工程 が持 っていた問題 は克服 され る。
問題 は以上の ような意味で標 準作業 それ 自身の含 む難点 に加 えて次 の点にある。即 ち、作業標準化 に
よる知的イ ンフラス トラクチャーの増 大 は、人間的 自由の可能性の増 大を意味 したので あるが、それは
このイ ンフラス トラクチャーの外部での こ とであって、 も し人が この標準作業 に、終生、或いは終 日閉
じこめ られ る とした ら、作業者 は、 自由の拡大 した世界か ら徹底的 に疎外 され ることにな る。 この問題
点 をテイ ラー リズムを前提 に した フォー ド ・システム も、従来 の トヨタ ・システムも、 そ して完結工程
もまた免れてはいない。
リフレクテ ィブ ・プロダクシ ョンにお ける標準化 された作業は、パ ターン化 されてい る とはい え、 自
らの思考 に基づいて作業 をす る とい う意味で、以上 の点 を免れてい る。 しか しもちろん、 ここまで くる
と、 こ うしたパ ター ン化 された構想 は、構想 の名 に値す るのか、 とい う問いが登場す る。だが問いを こ
の ように立てれぼ、問題 は直 ちに工場 の現場 労働 の範囲 を超 える。 この ようなパ ターン化 された構想 に
支 え られて存在 す る労働 の領域 は一 挙 に広 が る。構想 の剥奪 を免 れてい る とはいえ、 たいてい の労働
は、 こ うしたパ ター ン化 された構想を内容 としてい るか らで ある。そ して これは、構想 は構 想で も、 そ
れ は如何 な る意 味での構想か、 とい う構想 の内実 を問 う、 とい う問題 に発展 し、本書の範 囲 を超 え る。
10.最後にウッデバラ ・システムに見られるような特質を十全に実現 し、スウェーデン以外の社会にい
きわた らせるには、どのような社会的制度設計が必要か、 この点を考察した。
以上の研究の特質 として、分業 と生産力の理論、人間の認識特性 と労働過程の推進力 との関連等の理
論的な考察 と、現実の工場での作業方法、作業への動機付け、生産工程編成のあり方等の著 しく実践的
問題 とが結びつけられている。社会科学の純理論的問題 と、現場の経営の実務的問題を共通の分析視角
か ら取 り上げ、双方にとっての、それぞれの分析の有効性を明らかに しようとするものである・
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論文は、現代産業労働、 とりわ け自動 車組 み立 て労働 の実態調査 を通 して、分業論 の再検討 を試 み
た ものであ る。 そのため本論文 は、前編3章 、後編4章 、終章、補章の9章 か ら構成 され てい る。
まず 「前編 分業労働 とテイ ラー リズム」 の 「第1章 問題 の所在」で は、個 々の専 門労働 のなかで
の構想 と実行 の分離 とい うテイ ラー リズムの思想が、生産力の発展 に阻止的 に機能 してい る点 を問題 と
し、 分業論 の出発点 に位置す るアダム ・ス ミスの場合、構想す るこ とと実行 す ることとの分業 を肯定 し
ていない ことが、 明 らか にされてい る。 っいで 「第2章 労働過程の本来 的構造 とテイ ラー的分業」で
は、労働過程 の本来的構造が理論的に分析 され る。 ここで は、労働過程のなかでの構想 に、生産物=製
品の構想、生産方法 の構想、生産過程=作 業過程 における構想 の3つ の構想 がふ くまれてお り、 と くに
作業過程 において、労働手段(機 械 ・工具)と 労働対象(加 工 され る対象)か らの反作用 は、直接生産
者 に知覚 され るほか ない こ と、 この知覚が、直接生産者 に新た な構想 を想起 させ ること、 しか も3つ の
構想 の うち、製品の構 想 は完全 に、生産方法 の構想 は主 として、資本 主義企業 の手 中にあ ること、 しか
し作業過程 の構想が誰 に委ね られ るかは、多様 な形態が あ りうるこ とが、明 らかにされて いる。
「第3章 テイ ラLリ ズム と労働者」は、シモー ヌ・ヴェイユの工場 労働論 を再構成す るこ とによって、
テイラー リズ ム という労働 のあ り方が、労働者 にいか なる影響 を及 ぼすかを解 明 した もの である。 この
章で は、管理 す るもの と管理 され るもの との矛盾 ・対立 が、構想 と実行 の分離 に修正 を加 えるこ とによっ
て、著 しく緩和 され るこ とが示 され ている。
以上 の前編が理論的検討であ るのにたい して、 「後編 現代産業 労働 におけ る分業 と標準化の諸形態」
は、20世紀末以降の加 工組立型産業 の多様 な現場作業の特質 を比較 す る、 フィール ド調査 をふ まえた実
証的 な現状分析 となってい る。 まず 「第4章 フォー ド生産 システム と現場作業」で は、多様な生産 諸
シス テムは、標 準化 の方式の違 いで ある こと、 したがって ウッデバ ラ方式 を19世紀型の職人的生産 とす
る通説 は誤 りであ ること、20世紀 の大量生産体 制の原型 としての フォー ド ・システムは、職人的熟練 に
依拠 した職長帝国 を破壊 し、 テイラー リズ ムの構 想 と実行 の分離 な らびに時間 ・動作研 究 を基礎 として
確立 された ものであ ることが、解明 されて いる。
「第5章 トヨタ生産 システム と現場作業」は、現場作業者 に標準作業 を厳密 に実施す るよう求めてい
る点で、テイ ラー リズムその もので あるこ と、だが フォー ド ・システム と違 って、現場作業者 が標準 作
業の作成 に関与す る点 で、 また現場作業者 に初 歩的な異 常処理 に対応 す ることを求 めてい る点で も、 改
善提案 を促 されてい る点で も、っ ま り作業 方法の構想 に参与 させ てい る点で、 テイ ラー リズムの労働者
とい うこ とはで きない こ と、 これ らの諸点 を実証 的 に明 らかに した章 であ る。だが トヨタ ・システムの
現場作業者 に、構想 への参与 をみ とめてい る とは言って も、 それは、構想 と実行 とが一体的 に同時進行
で進むinnerdialogueではな く、重大な制約 の も とに置 かれてい ることを、筆者 は同時 に強調 してい る。
「第6章 新 トヨタシステム と現場作業」では、90年代初 頭 に姿 を現 し、90年代半 ばに確立 した、完結
工程 と呼ぼれ る新 たな生産 システムを、「新 トヨタシステム」と命名 し、作業 内容 に どんな変化 が起 こっ
たのか を解明 してい る。 そ こで は、ベル ト ・コンベアに よる生産 の強制進行牲 とい うフォー ド ・システ
ムの基本性格 に修正が加 え られ、 さらにフォー ド ・システムの作業編成 を支 えていたテイ ラー リズムに
大 きな修正 が施 され、①車作 りにお ける仕事 の意義 ・位置づ けを明 らか に して、 「仕 事 を完結 す る」 こ
と、② グル ープによるライ ン運営 の自主性 を拡大 し、継続的 な改善活動 ・人材 育成 がで きるよ う 「グルー
プが 自律す る」 こ とを 目標 として、車両機 能 に一致 す る 「まとま りのある仕事」 を基礎 とした組立順序
一258一
を編成 し、断片化 され、細分化 され た意味 をもたない標準作業 のシステム を克服 す ることになった こ と
が、詳細 に後 づ けられている。
「第7章 リフ レクテ ィブ ・プ ロダ クシ ョン と現場作業」 は、 スウェーデ ンの 自動 車 メー カーV社 の
ウ ッデバ ラ工場 において、1980年代末か ら1990年代初頭 にか けて展開 されたベル ト ・コンペ ア と流 れ作
業 とを廃止 した、 リフレクティブ ・プロダクシ ョンに焦点 を置 きつつ、 それが、作業 の過度 の断片化 ・
細分化への批 判、作業 内容 における意味連関の回復、作業者が工程 を鳥磁す ることの重要性、機械 にょ
る作業テ ンポの強制 ではな く、人間 の内的作業 リズムの尊重 な どの点で、テイ ラー リズム とフォー ドシ
ステ ム との修正 であ ることを明 らか に してい る。
とくに筆者 は、ス ウェーデ ン ・V社のウ ッデバ ラ ・シス テム と新 トヨタシス テム とが、外見的な違い
に もかかわ らず、共通 の志 向を持 ってお り、 ウッデバ ラ ・システムの方が、新 トヨタシステムの志向 を
実践的 に徹底化 してい ることに着 目 して いる。 この ような実践的徹底化 は、人間の認識 の持つ認知科学
的 な潜在 的特性 を顕在化 しやすい よ うに、学習戦略 を編成替 え し、作業過程 において、加工対象 と機械 ・
工具か らの反 作用 を受 けて、作業者の身体 と脳 裏に発生 す る自己内対話 を意識 的に組織 しようとす る理
論が横 たわってい る。 この よ うな知見 は、本論 文の白眉 をなす論点の一つであ り、 ヨーロ ッパの研 究者
た ち との共同研究 の成果で ある と見 るこ とがで きる。
「終章 結論 と展望 にか えて」で は、 これ までの分析 を総括 して、 さらに電機 ・電子製 品工場の現場作
業 をも念頭 に置 きつ つ、世界 の加工組立型産業 をリー ドす る日本 の製造業では、20世紀 の生産 シス テム
を特徴 づ けていた古典的 なフォー ド ・システムはすで に過去 の もの とな りつっあ ると結論づ け られてい
る。 さらに 「補章 生産 システムの存続 と社会 的条件 とい う枠組み の設定:暗 黙の認識枠組 み と調査で
特定 され る事実」 は、現場作業の標準化 の諸類型 を改 めて総括 し、生産 システム と社会的諸条件 との関
連 を考 察 しつつ、 ウ ッデバ ラ ・システム にみ られ るような特質 を十全 に実現 し、スウェーデン以外 の社
会 に行 き渡 らせ るためには、 どの ような社会 的制度設計が必要か を検討 した ものであ る。
本研 究は全体 として、分業 と生産力の理論 、人間の認識特性 と労働過程の推進 力 との関連 な どの労働
社会学 的な理論 的考察 と、現場 の工場 での作業方法、作業へ の動機づ け、生産工程 の編成 のあ り方 な ど
の著 し く実践 的問題 とが、共通の分析視 角か ら取 りあげ られ、分析 されてい る点で、独 自の貢献 となっ
て いる。本研究 は非常 に説得 力 ある論理展 開 となってお り、研 究史上新 たな知見が展 開 されて い る点
で、国際的に も高 く評価 されてい る。本研究 は、全体 として、 この研 究領域 の今後 の展開 に寄与す る と
ころ大 であ ると見 るこ とがで きる。
以上の理 由か ら審査委員会 は全 員一致 して、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに
十分 な資格 を有す るもの と判断 した。
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